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選抜した。このうち、Onychophora coprophila JCM 9495が生産する化合物を精製し、その構造を解析した
ところ、onycophoazaphiloneを同定できた。本化合物は新規の構造を有する化合物であり、ヒト由来HeLa
およびHL-60細胞株に対する増殖阻害活性を示したことから、抗がん剤の新たなリード化合物としての利
用が期待された。また、Warcupiella spinulosa JCM 2358が7-hydroxycordylactamを生産することを発見した。
本化合物はラジカル消去活性を示す新規アルカロイドであったことから、抗酸化剤としての利用が期待
された。 





















               審   査   の   要   旨 
本論文は、糸状菌が生産する未知の二次代謝産物を獲得するために、2つの新たなスクリーニング手法
が有効であることを示したものであり、今後の天然物化学分野に大きく貢献する。これらの手法を活用
して得られた二次代謝産物の中には、新規の構造を有する化合物や医薬品原料として期待される化合物
が含まれていた。これは、著者が開発したスクリーニング手法が天然物の探索に関わる基礎および応用
研究に大きく貢献することを意味する。糸状菌由来の二次代謝産物の多様性を導く本研究成果は、糸状
菌による有用物質や毒素の生産を人為的に制御する技術を開発するための基礎的知見を与えるものとし
ても重要であり、その農学的価値は高く評価できる。 
平成30年 1月12日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
